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川崎市国際交流センター

●プロフィール:
音楽の楽しさを多くの人と分かち合いたい。
そんな思いから、病院等でロビーコンサートのボラ
ンティアなどをしています。バンド活動、プロ合唱団
所属、合唱団伴奏、音楽指導などを経て現在は弾き
語りを中心に活動中。

●予定曲目 
なごり雪
秋桜
宙船
鳥の詩
誕生

●日時：2022年9月8日（木）
１2：00開場／１2：10開演／１2：40終演予定
●場所：川崎市生涯学習プラザ　●料金：無料
●出演：青山 みなみ ／ピアノ弾き語り

第116回 ランチタイム・ロビーコンサート

そして音楽の旅は続く連載36

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム「NEARNESS OF YOU/星乃けい」、
2006年12月20日「IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい」をＬＰ、ＣＤでリリース。 オーディオファン、
ジャズファンから高く評価支持される。

SWING独特なリズムは、一生のお勉強もの
official website

https://www.hoshinokei.com

　さあ、初めてのJAZZ LIVEが決
定！ たしか、２月に決まって４月に本番
だったと思います。渋々引きずり出さ
れた感じでしたが、ママさんのお気持
ちが嬉しかったので１回限り、ベスト
を尽くそうと思いました。しかし大き
な課題がありました。ジャズクラブで
ジャズミュージシャンとジャズ好きな
お客様に囲まれて、ジャズボーカリス
トとして唄うということ、おまけにまだ
３曲しか知らないのに締め切りがある
こと、もう絶望的としか言いようがな
い状態です。　　　　
　でも若い頃から、マネージャーの
取ってきてくれた仕事はできようがで
きまいがやるのだ！ といった世界にい
た習性が未だにあって、即、突貫工事
を開始しました。まず最初に、初めて
のセッションで私の間違いを教えてく
れたピアニスト岩谷泰行さんに連絡
をしました。彼なら、きっと助けてくれ
ると感じていたので事情を説明して、
ジャズを教えて頂けることになりまし
た。私は長い間、○○風とか○○な感
じといった歌は唄ってきましたが、特
定のジャンルを深く学んだことがあり
ませんでした。だから、ジャズって何な
んだろう、ジャズってどんな風に唄う
んだろ、そもそもどんな曲があるんだ
ろう。分からないことだらけ。一晩

の独特な4拍子のリズム）は、一生の
お勉強のように難しくて今も修行中
です。
　初ライブの18曲には何とか間に
合った！ ユミさんがロングドレスを着
て来いと言うので初ロングドレスも
買った。で、本番でのピアニスト池野
成秋さんはどんなお人柄かしら？知り
合ったボーカリストの人に聞いてみ
たら「ひえ～！大丈夫？」とのお返事。
一瞬にして血の気が引いていきまし
た。どうしよう～。

LIVEをやるってことは、最低18曲は
唄えねばなりませぬ。３曲は覚えてる
から、あと15曲を1ヶ月半で仕上げな
きゃ！もー大変よ～！
　ジャズっていえば東芝EMIに在籍
していたときにBLUE NOTEレーベ
ルのsample盤をたくさん頂いた
なぁ。（全然聴いてなくてお部屋のオ
ブジェになってた）それを片っ端から
聴いて選曲する、メロディを覚える、
歌詞を覚える、keyを決める、譜面を
書いてもらう、歌ってみる、ジャズって
どういうものか教えてもらう…岩谷さ
んに一からお世話になりました。この
岩谷さんとの濃厚な1か月半は、私が
ジャズの中に入っていくための大切
な大切な土台になり、その時のアドバ
イスは今も鮮明に生きています。友
人にセッションに連れていかれたの
がわずか半年前、故ユミさんが強引に
LIVEを決めてくれ、岩谷さんとの濃
厚なジャズの学びの機会を生んで、
音楽の旅は色んな景色を見せてくれ
ました。な～んて想いに浸っていられ
るのは今だからこそで、その時は何度
も何度もスタジオで岩谷さんに指導
をして頂き、どうにか本番に間に合わ
せました。ただ、1か月半頑張ったとこ
ろで、取り合えず18曲は唄えるよう
になったという程度。SWING（ジャズ

川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室 総務係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41 

●お問い合わせ
川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp 
川崎市中原区木月祗園町2-2
元住吉駅から、徒歩10分

音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

ディスクジョッキーやってみませんか！
　自分の好きなジャンルの音楽を皆さんに紹
介しながら音楽談議でコンサートを盛り上げ
てください。音友レコード倶楽部の面々がそ
れぞれ得意なジャズ、映画音楽などの分野で
ストーリーを作り、レジメを作り、DJ形式で楽
曲を皆さんに紹介をしながら鑑賞していま
す。先日参加の方がDJに参入する事になり
ました。皆さんもぜひ！

◎開催日時：9月23日（金・祝）
　開場:1３時15分/開演:13時30分/閉会:16時30分

◎開催会場（1６0名収容会場を使用）
　国際交流センター・レセプションルーム
　※ソフトドリンク等の持ち込み可

◎参加費：1,500円 ※高校生以下￥500
　※ 次回1０月は、2日（日）を予定しています。

9月23（土） Light Music（軽音楽ファンの集い）を聴くプログラム

（03）

川崎市国際交流センター

●日程：10月5日～2月22日（予定） 全18回
　毎週水曜日 18：30-20：00
●申込方法：ＨＰ申込フォーム、往復はがき
●締切：9月5日【空席がある場合、締切後も応募可】
※受講料が必要です。
　その他、レベル別英語、フランス語、中国語などのクラスがあります。

ジャズボーカリスト

星乃けい 英語で学ぶイギリス音楽（中級）【予告・10月講座】

tvk( 神奈川テレビ )の人気番組
｢猫のひたいほどワイド｣で紹介された
音楽好きな友の会 (音友会 )が
ボランティアさんをさがしています。
「元住吉駅」を中心に地域交流でレコード鑑賞やライブ演奏を
楽しむ「音楽好きな愛好会」が活動しています。
レコード鑑賞は懐かしい「アナログの音」で皆さんと一緒に会場
作りをしながら楽しみ、演奏会は「楽器本来の音を聴いて欲し
い」と、Ｐ Ａ は最小限で。「元住吉ミュージック・フェスティバル」
を開催。そして情報フリーペーパー「Ｍマガジン」を毎月発行、
地域の音楽情報や読み物を記載しています。

詳しくは｢音友会｣のホームページから
お問い合わせください。

http://ontomo.jp

募
集

募集❶  レコードコンサートの受付係
●受付担当：２名（継続可能な方希望）
●催事名：音友レコード倶楽部
●場所：川崎市国際交流センター レセプションルーム
●開催日時：毎月１回（土曜または日曜）
●受付時間：12:30～14:00（コンサートは１3:30～16:30）
　

募集❷  Ｍマガジンの支援スタッフ
●自宅で「Ｍマガジン」原稿の校正。（継続可能な方希望）
●方法：メールによる原稿チェック。（対面も有り）
●他にも､取材､配布､写真撮影等のお手伝い。

元住吉ミュージック･フェスティバル
開催準備及び実施スタッフ
開催準備202３年４月の開催へ向けて
音楽好きなボランティアを募集します。

Ｍマガジンの表紙アーチスト
地域音楽情報誌の表紙を飾る
クラシック、ジャズなどミュージシャン
音楽関係者を募集しています。

Motosumiyoshi Music Festival
Executive Committee Staff

【来場の注意点】コロナ感染
拡大防止の為、参加の際に
はマスク、筆記用具の持参と
入場時の手のアルコール消
毒と健康カードの記入をお
願いします。なおコンサート
会場は換気のため窓・ドアな
ど一部開放しながら開催して
いますのでご了承ください。

【来場の注意点】
マスク着用、連絡先記入、
検温、入場制限が
ございます。

●担当：藤田 順治

音友レコード倶楽部

藤橋 万記（ふじはしまき）：
パーカッショニスト
横浜生まれ。千葉育ちのパーカッ
ショニスト。2001年に初めて
キューバへ。これまでに10度
キューバへ渡り、研鑽を積む。年間
のライブ本数は250本を超え、至
近距離でのパーカッションのライ
ブを展開、ライフワークになって
いる。ラテンに限らずジャズ、ブラ
ジリアン、シャンソンなどのサポー
トも多く、参加CDも多数。「歌心あ
るハッピーサウンド」がモットー。

レコードコンサート合同開催中
Light Music 
「軽音楽ファンの集い」
Jazz Date
「ジャズファンの集い」

9月23日（金·祝）
13：15開場／13：30開演
参加費：￥1,500
川崎市国際交流センター
レセプションルーム

レコードコンサート合同開催中
Light Music 
「軽音楽ファンの集い」
Jazz Date
「ジャズファンの集い」

9月23日（金·祝）
13：15開場／13：30開演
参加費：￥1,500
川崎市国際交流センター
レセプションルーム

　Mマガジン特別寄稿で紹介
した二人の日本人ドラマー松
本隆さんと林立夫さん。彼らと
縁があり、今年、亡くなられたシ
ンガー小坂忠さんのJ- popの
金字塔アルバム「ほうろう」を
追悼の意を込めて全曲聴いて
いきます。彼は一時期、ミュージ

9月のＤＪは「軽音楽ファンの集い」のプログラム。
多くの方々のレコード、ＣＤが楽しみながら聴ける
「持ち寄りタイム」の時間を増やしました。
※10月のＤＪはJazz Date（ジャズファンの集い）の
　プログラムです。

シャンから牧師に転向した事も
ある素敵な方です。このアルバ
ムには昔からの友人である細
野晴臣さんを中心とするティ
ン・パン・アレイのメンバーが
バックを務め、彼らが一番乗っ
ていた時期の演奏が記録され
ています。

「持ち寄りタイム」はノンジャンルです。
コレクション、秘蔵音源がありましたらぜひ聴かせてください。
音友レコード倶楽部の担当者もアナログ機材で録音した40～50
年前の生演奏録音、エアーチェック、販売されていた2Tr/38cm
のコレクション音源などを持参する予定です。

J-popの金字塔アルバム、「ほうろう｣を聴きます。

▲HORO ⁄ 小坂 忠

プロフィール
★松本 隆：ドラマー
　作詞家､はっぴいえんど
★林 立夫：ドラマー
　音楽PD､キャラメル･ママ
★小坂 忠：シンガーソングライター
　作曲家、ゴスペルシンガー
★細野晴臣：ベーシスト
　YMO、はっぴいえんど

音楽を愛するイギリス人講師とともに、
ポップやロックを聴きながら
イギリスの暮らしを体感しましょう。

●新型コロナ感染拡大防止のため中止となる場合があります。



　フルートは金属製になり、ベーム・シ
ステムという方式を用いた運指に変わ
り、圧倒的に素早く正確な演奏が出来
るようになったため、華やかで技巧的な
作品が増えていきます。個人的には以
前この近現代の華やかなレパートリー
があまり好きになれず、大学時代は特に
クラシック音楽を専門に勉強している
のにも関わらず、クラシック音楽が嫌い
でした。しかし大学を卒業し、古楽に出
会い、バロックやルネサンスと興味の幅
が広がっていくと同時に、モダン・フ
ルートや近現代の曲への興味や意識も
変わっていきました。楽器が変わって
いったからこそ出来るようになっていっ
た華やかさ、ということを身をもって感
じられるようになり、俄然面白みが湧い
てきたのです。特にフランスで活躍した
作曲家の作品がフルート近現代レパー
トリーには多いのですが、独特のハーモ
ニー(オシャレな響きがします)や技巧的
な音の並びから得られる華やかな音楽
に心惹かれるようになりました。
　そんな私が初めて取り組んだソロリ
サイタルは、なんと「オール・フレンチ・
リサイタル」でした。数年前の私が知っ
たら、どうしてそんなことになったのか
想像もつかないでしょう。フルートや音
楽文化そのものが辿ってきた歴史を遡
ることが、現在を見つめ直すきっかけと
なったのです。未だその作業は続いて
いますし、終わることはないのだと思い
ますが…
　近年はモダン、バロック、ルネサンス
とどの時代のフルートでも本番で吹く
機会をいただき、演奏活動をしつつ、新
しいレパートリーの発掘や探究も面白
がりながら取り組んでいます。とは言っ
ても、今は便利な世の中で様々な文献
や楽譜にネット上でアクセスでき(版権
フリーの物に限ります)、日本語でも
様々なことを調べることができます。ど
の時代のどんなジャンルの音楽でもそ
うですが、当時流行した作品と後世ま
で名の残る作品は少し違っていたり、あ

まり日の目を見る機会がない作品でも
面白い作品はたくさんあります。クラ
シック音楽の歴史は長く、世界中で愛さ
れるジャンルなので作品数もそれはそ
れは膨大な数になります。埋もれてしま
うのも仕方のないことではありますが、
自分が生きているうちに王道なレパー
トリーだけでなく、隠れた名作にもたく
さん出会えたらいいなと思っています。
　つい先日主宰しているお教室の発表
会が終わりました。この発表会で生徒さ
んが演奏する曲を選ぶ時にも、王道な
レパートリーはもちろん隠れた名作も
たくさん探しています。今のところ見つ
けたものは現行出版されている作品ば
かりなので、完全に埋もれていたり、隠
れているわけではないかもしれません
が。クラシック音楽の作品数は膨大な
ので、よく演奏される作品の方がよっぽ
ど少なく、演奏機会は少ないものの良
い曲はきっと本当に
たくさんあるのでしょ
う。生徒さんたちにも
ご協力いただきなが
ら、これからもたくさ
ん探していくつもりで
す。
　コロナ禍で活動を
狭めざるを得ない音
楽活動でしたが、少し
ずつまた活発に元気
になってきました。見
えないウイルス相手
なので苦戦していま
すが、また自主的な演
奏活動や、お教室で
のイベントも増やして
業界の盛り上げに貢
献できたら嬉しいなと
思いつつ、私自身がい
つも楽しんでいられ
たら幸せだなと思って
います。今が1番幸
せ、と思える毎日に感
謝しつつ、より楽しい

日々を夢見て音楽活動を続けていけた
らと思います。
　横笛のある暮らしは続く…
　初めての執筆でしたが、10回の連載

にお付き合いいただき
ありがとうございまし
た。私の音楽人生、改め
て振り返ってみると意
外と悪くない人生だな
と思えました。フルート
のことだけでなく、まだ
あまり知名度の高くな
いバロックやルネサン
スの時代のフルートに
ついても書かせていた
だきましたが、もしこれ
をきっかけに少しでも興
味を持ってくださる方
がいたら嬉しいです。ご
興味ありましたらぜひ
一緒に吹きましょう！沼
の底でお待ちしており
ます。最後までお付き合
いいただきありがとう
ございました。

　この日は夏気分に最適な音楽だと思
い、アール・クルー取り上げた。クルー
はアコースティック・ギターを得意とし、
後にGRPレーベルを創設するデイヴ・
グルーシンに見出され、1976年よりブ
ルー・ノートから数枚のアルバムを出し
ている。その中から数曲をピックアップ
した。
　ファーストアルバム「アール・クルー」
（写真①）から“ラフター・イン・ザ・レイ
ン”（邦題：雨に微笑みを）、ビル・エヴァ
ンスの代表曲“ワルツ・フォー・デビイ”
を聴いてもらった。クルーはビル・エ
ヴァンスが奏でるピアノ曲をギターで
奏でる事が１つの目標であったらしい。
４枚目のアルバム「マジック・イン・ユ
ア・アイズ」からはクルーが尊敬するカ
ントリー界のギターリスト、チェット・アト

キンスとの共演で“グッドタイム・チャ
リーズ・ゴット・ザ・ブルース”。ラジオ放
送でよくかかっていた美しいメロディー
の曲である。そして最後はLAロキシー
におけるブルーノート・オールスター
ズ・ライブより1959年の映画「黒いオ
ルフェ」から“サンバ・デ・オルフェ”等の
メドレー曲を楽しんでいただいた。
　持ち寄りタイムでは山本剛トリオの
「ミスティ」（写真②）よりピアノの高音
部をいかし、一音一音が丁寧なタイトル
曲“ミスティ”を、鈴木勲トリオの「ブロウ
アップ」よりファンキーなナンバーで力
強いベースソロが楽しめる“ライク・イ
ズ・イット”を聴いた。この２曲は昔、録
音が良いと評判であったスリー・ブライ
ンド・マイス・レコードより発売されてい
た。次はボーカリストのビリー・エクスタ

インの1945年制作の「トゥゲザー」（写
真③）よりジョン・コルトレーンが好んで
演奏していた“アイ・ワナ・テイク・アバ
ウト・ユー”及びタイトル曲“トゥゲ
ザー”。ビリー・エクスタインが作曲者で
あり、自身のオーケストラで演奏してい
る。本日持参した方は探し求めてやっと
このアルバムが手に入り、大変うれし
かったとの事であった 。最 後に
2Tr/38cmのオープンリールで生録
音した「北村英二クインテット＆弘田三
枝子」（写真④）よりしっとりとしたバ
ラード“酒とバラの日々”を聴いた。ちな
みに録音ミキサーは菅野邦彦（Ｐ）さん
のお兄さんでワンポイント録音で有名
な菅野沖彦さんでした。 　お世話になっております。今月もまた

ギターを始めたばかりの方にお勧めな
ター小ネタをソウリーヴ・ミュージック・
スクール永瀬がお送りいたします。
　前回アルペジオを使った「リフ」を紹
介していきましたが、今回も「リフ」でご
ざいます　方法を少し変えましてロック
以外のジャンルではあまりポピュラーな
使い方ではありませんが、通常のレギュ
ラーチューニングではない、変則チュー
ニングを使ったアプローチを紹介して
いきたいと思います。そもそものチュー
ニングを変えてしまう方法なので、通常
ギターでは鳴らせないような和音の組
み合わせを作ることができたりと、結構
斬新な効果を出すことができます。そし
て変則チューニングですが、オープン
チューニング（開放弦が和音になってい

る）、ドロップチューニング（6弦の音程
を下げる）など様々な方法が存在します
が、今回は使いやすいドロップチューニ
ングを使います。ドロップチューニングが
使われやすいジャンルはやはり「ロック
系」なのですが、通常のチューニングで
は出ない低音を出す目的で使用さす。こ
れによってサウンドを「ヘヴィ」にすると
いう目的ですね。そして早速譜例でござ
います。ここでは6弦を全音下げてDの
音にする「ドロップDチューニング」を使

用します。パワーコードが指一本、縦に
押さえるだけで完成するなど、結構便利
なチューニングですね。音的には6弦の
一番低いDの音をキープしつつ、5弦の
アルペジオを動かしていくパターンで、
サウンドもかなり「ヘヴィ」になりますね。
　こんな感じでギターはそもそもの
チューニングを変えることで、普段出せ
ないサウンドが出せたりして面白いで
すよ。是非お試しくださいませ！
　というわけでまた次回！

　祭りのあとの静寂は、時間の経過こ
そ美しいと表現する「寂び」そのもの
だ。青く澄み切った空は以前に比べる
と少し傾いたような気がするし、木霊し
ていた蝉時雨も今では記憶の片隅に
ある。僕は変わらず過ごしているだけ
というのに、季節はたしかに進んでい
る。それはまるで、僕はただ座っている
だけというのに、時速200kmでたしか
に進んでいる列車のように。
　感染症が残す爪痕はあまりに大き
く、令和２年以降、ライブの機会は明ら
かに減少してしまった。しかし、どんな
出来事にも前向きな側面があるもの
で、この期間、僕には新しいチャンスが
舞い込んできた。僕の住む焼津市の
PRレディ「やいづマリンレディ」のプロ
デュースである。
　どの街にもそれぞれの魅力があるも
のだが、街に人を呼び込むためには、そ

の魅力を確実に発信す
ることが必要だ。情報社
会においては、「待ち」の
姿勢は決して「勝ち」の
姿勢にはならない。積極
的に仕掛ける必要があ
ると感じている。そこ
で、僕は「やいづマリン
レディ」を通じた観光
PRソングを制作し、今
回様々な方の協力を得
た上で、楽曲のリリースを迎えることが
できた。地方の小さな街だが、滑り出し
は順調だ。
　歌に初挑戦する若い女性を見て、
きっと僕は昔の自分を照らし合わせな
がら様々なことを感じるものだと思っ
ていたが、意外に淡々と取り組めたこ
とに驚きを感じた。こうした活動も性に
合っていたのかもしれない。

　音楽を通じて何をすべきか？このと
ころ、そう考える時間が多くなった。以
前は「何をしたいか？」と考えていたの
に。何やら責任感みたいなものも生ま
れてきているらしい。心は単なる時間
の経過によって成長するものではなく、
出来事によって成長するもののよう
だ。
　ぜひお聴きいただきたい。
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音友レコード倶楽部Report

スコット・ジャレットのＡＯＲ隠れ名盤

音楽ジャンルで個々のソサエティーが活動。
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永瀬 晋
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地域の、全国のミュージシャン、そして音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信活動を後押ししていくことが目的です。
元住吉から世界に向けて配信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！
現在、登録アーティストメンバーが演奏動画を配信しています。
演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信希望の演奏動画を募集しています。
（近郊で企画、運営可能なスタッフメンバーを募集中です）

連載-Take 15

　持ち寄りタイムではジョン・ハイアッ
トの「ブリング・ザ・ファミリー」（写真②）
より“リップステック・サンセット”。
ちょっとダミ声であるが心を打つような
歌い方でまたバックのライ・クーダーが
奏でるスライド・ギターも味があって良
かった。続けてキャロル・トンプソンの
「フリー」（写真③）よりカーペンターズ
の“クロス・トゥ・ユー”、ジャズ・ジャマイ
カの「ジャマイカン・ビート」（写真④）よ
りジャズの名曲“ユード・ビー・ソー・ナ
イス・トゥ・カム・ホーム・トゥ”をレゲエ
化した曲等を聴き、少しでもこの夏を涼
しく感じられたらと思った次第である。

爽やかな夏にはアル・クルーがお似合い

　音友レコード倶楽部は「軽音楽ソサ
エティー」と「ジャズ・ソサエティー」でレ
コードコンサートを開催している。
　コロナ禍で現在「軽音楽とジャズを聴
くプログラム」に変更し月1回で開催し
ているが、本来は第１日曜日が「軽音楽
の日」、第３日曜日が「ジャズの日」として
月2回の開催で個々の企画、運営をし
ていた。
　ＤＪは各日を２人が50分の2回で担
当し演奏者やバンドに付いて詳しく紹
介しながら進行していた。現在は「軽音
楽とジャズ」から一人ずつが担当し、短

縮版で開催している。なお軽音楽とジャ
ズソサエティー運営は当初からコン
サート参加者の藤田順治さん、大場明
弘さんが担当し開催している。
　また「音の家otonoya」のヴァイオリ
ニスト田島華乃さんが企画運営で参加
している「クラシック・ソサエティー」も
ある。現在菊地成孔とペペ・トルメント・
アスカラール、横浜ゾリステンオーケス
トラの「コンサートミストレス」などで活
動中であるが、元住吉では親子向けコ
ンサート「ママのおひざで聴くヴァイオ
リンコンサート」やクラシックでは珍し ▲田島華乃の「かののかい」ポスター

Light Music & Jazz Date 2022年 7月コンサートの報告

神山 曻

　1966年、あのビートルズが突然アー
ティステイックなペン画のイラストをあ
しらったジャケット、「リボルバー」を発表
しました。
　このアルバムは、サイケデリックロッ
クの始まりとしても有名で、前年の「ラ
バーソウル」ではマリファナの匂いがプ
ンプンしていましたがこのアルバムは
LSDによる極彩色の幾何学的渦巻き模
様などといった幻覚を体験することか

リチュアル・ジャズ」として位置付けが
あったようです。以前このコーナーでご
紹介したマイルス・デイヴィスの「ビッ
チェズ・ブリュー」 もサイケでしょうか。
　私はビートルズの曲をスティーブ
マーカスが演奏したのを近年聞いたこ
とがあります。 結構サイケデリックな気
がしました。考えてみると、これってジャ
ズ演奏が生からエレキに変わる時期
じゃないでしょうか。
　「シャーマン」のような巫術の宗教が
ある東洋と禁欲的宗教の西洋の出会い
がサイケデリックアートによって消化し
たという考えもあるようです。
　“リボルバー”をきちんと聴いたのは
20歳の頃でした。東京23区唯一の米
軍基地がある当時の六本木あたりは私
にとっては星条旗がやたら目立ち、そこ
はもう異国のよう。外国人が多く、その
辺りはベトナム戦争から逃げてきた兵
隊も結構紛れていて、 私の友人と気が
合い当時住んでいた原宿のアパートに
飛び込んできました。
　そんな薬物によるアートの世界は彼
らからジェスチャーと「赤尾の豆単」で
教えてくれたんです。

ら得られる感覚を詩やメロディーで表
現したと言われています。さらにそれが
顕著となった“サ－ジェント・ペパーズ・
ロンリー・ハーツ・クラブ・バンド”です。
　それらの薬物による音楽の影響は良
きにつけ悪しきにつけ計り知れません。
　宗教的な由来やLSDのような薬物の
由来がある幻視芸術はさらに、美術や
デザインの世界にも大きな影響を与え
ました。我が国でも横尾忠則や田名網
敬一は有名です。真似っこの私もアメリ
カのミルトングレーサーやピーターマッ
クスを気取ってサイケデリック風イラス
トを描き、ケーキ屋さんの包装紙に採用
して頂いたこともあります。
　さて、薬物による精神的肉体的損傷
は多大であると、今時は持っているだけ
でもお咎めを受けます。ところが以前は
そんなわけで、特にジャズメンやロック
スターはこぞって薬物に依存していま
した。多分、頭が冴え渡り、幻視経験が
作詞・作曲や演奏に遺憾無く発揮され
たのでしょう。
　さて、サイケはジャズ方面ではどう
だったんでしょうか。60年代の終わり頃
には「クロスオーバー・ジャズ」や「スピ

団塊じじいのジャケ買い遍歴連載24
サイケディリックとは何だったのか

◀連載中に登場した
　私が 所有する
　全てのフルート。
　ルネサンス、バロック、
　モダン各種横笛。

▲①Earl Klugh/Earl Klugh ▲②Misty/山本剛トリオ ▲③Together/Billy Eckstine ▲④北村英二クインテット（生録音音源）

▲①Without Rhyme Or Reason/
Scott Jarrett

▲②Bring The Family/John Hiatt ▲③Free/Carol Thompson ▲④The Jamaican Beat/
Jazz Jamaica

　本日はスコット・ジャレットのアルバ
ム「ウィズアウト・ライム・オア・リーズ
ン」（写真①）全曲を聴いてもらった。名
前からおわかりの通り、スコットは著名
なジャズ・ピアニスト、キース・ジャレット
の弟である。GRPレコードで1980年
に制作され、デイブ・グルーシン、ラ
リーローゼンがプロデュースを手がけ
ている。録音が良くスコットのボーカ
ル、アコースティック・ギターとバックの
フュージョンサウンドが見事に融合して
おり、初夏の季節にピッタリのサウンド
である。バックはデイブ・グルーシン、
マーカス・ミラー、エデイ・ゴメスなど当
時の精鋭ジャズ・プレイヤー達が参加
しており、兄のキースも2曲をアコース

ティック・ピアノで演奏している。歌声
はジェームズ・テイラーのようなナチュ
ラルなスタイルである。この中から特に
印象に残ったのは“マイルズ・オブ・
シー”“ザ・イメージ・オブ・ユー”でシン
グルとして発表されたソフト&メロウな
2曲である。また“アイ・ワズ・ア・フー
ル”ではマーカス・ミラーのスラップ・
ベースとバデイ・ウイリアムスのドラム
スが生み出す弾力のあるリズムが気持
ちよく、陽気なハーモニカでトゥーツ・
シールマンスが参加している。“ネ
ヴァー・マイ・フォルト”では兄のキース
がアコースティック・ピアノを伴奏し、ス
コットが二人の幼き頃を思い出して
歌っている。

横笛のある暮らし

暮らしは続く
連載10

黒沼千比呂(くろぬまちひろ)：フルート奏者
武蔵野音楽大学卒業。
現代のフルートのみならず、ルネサンス・フルート、
バロック・フルートなど、当時の楽器や奏法を
積極的に取り入れる古楽演奏でも活動しています。
フルートアンサンブルQuatuor acorde、
コンソート・ペルティカ、コルテ・デル・トラヴェルソの
メンバー。フルート教室ポルテ主宰。
演奏会の企画、運営、広報デザインなども担当。
http://www.porteflute.weebly.com

黒沼 千比呂

▲ジャケット・デザインとイラストは、クラウス・
フォアマン。グラミー賞最優秀レコーディング・
パッケージを受賞している。マネージャーは気
に入らなかったがメンバーが強引に採用した。

い投げ銭ライブ「かののかい」を開催し
「片山裕子さんやゲストとのプロ演奏が
気軽に聴ける」と好評だった。
　 これらのソ
サエティーが一
体となったレ
コードコンサー
トや音楽祭も企
画・開催したい
と思う。

Revolver/The Beatles(Odeon OP-8443)

北村英治-Cl/増田一郎-Vib/根本慶子-P
原田長政-B/五十嵐武要-Dr/弘田三枝子-Vo

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/

元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡


